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satti にいれて炒る。同じく通常のコムギ godimei とコ
メ akki も炒り、これらの粉を粗く製粉する。ミキサー





















































































































































































































　 今 回 の 調 査 で は、 １）Nilgiri Hills の 標 高 2200m
に位置する Ootacamund という中心的な街の市場、
２）Ootacamund の北西約 12km に位置する標高約
1760m の Chinnacoonoor 村、 ３）Ootacamund か
ら Coonoor に至る主要泥沿いの ViceCompany とい







































３）Ootacamund から Coonoor に至る主要道路沿い
の Vice Company という場所の小さな雑貨店では、お
むつなどいろいろな生活雑貨とともに、袋入りの挽き割











































る 10 型のプラストタイプが見られず、かわって 15 型、
26 型、30 型，31 型といった特徴的なプラストタイプ
のみ見出された。興味深いことにアラビア半島では 15
型や 31 型が、またインドでは４系統のみ調査できたが
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月 30 日に私たちが訪れた Chinnakunnuuru 村（ウー













ene-it と、6-7 月に行われる shiva 神寺院の祭で作られ
る godi-it の 2 種類をあげている。また、私たちが訪問




（samba godi）に一般名詞の小麦 (godi) をあてている
点も見逃せない。


























　J. Percival の The Wheat Plant(1921) に よ れ ば、
かつてはエンマ小麦は、Central Provinces, Madras, 













































OHTA Shoji (2002) “Cultivation and Utilization of Emmer 
Wheat and Naked Barley in Nilgiri Hills”, in FURUTA 
Yoshihiko and OHTA Shoji (eds.) A PRELIMINARY REPORT 
OF ‘THE GIFU UNIVERSITY SCIENTIFIC EXPLORATION 



















































































































































































































　 考 古 学 班 と し て、2007 年 7 月 2 ～ 6 日、 イ タ
リアのラヴェンナにおいて開催された ICSAA(19th 
Internat ional  Conference on South Asian 
Archaeology) に参加し、“Photogrammetric Survey 










　また、9 月 29・30 日に東京の慶應義塾大学で日本










　７月 24 日から７月 27 日にかけて Qasid Mallah さ
んが東京と長野に出張された。
　東京出張に関しては、明治大学考古学研究室のお招
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